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ブラジルの金融市場動向 Weekly Report

先週、レアルは対ドルではほぼ変わらず、対円では小
幅に上昇しました。金利は低下しました。

経済活動指数が市場予想以上の結果となったことで、
ブラジル景気に対する楽観的な見方が強まったほか、国
際通貨基金（ＩＭＦ）がブラジルの国内総生産（ＧＤＰ）成
長率予想を引き上げたことは、レアルにとって好材料とな
りました。

また、Copom（金融政策委員会）の議事録が公表され、
中央銀行が次回会合で利下げ幅を拡大することを検討
していたことが明らかとなったことや、発表されたインフレ
率が市場予想を下回ったことで、今後の利下げ余地が拡
大するとの期待が高まったことが、金利の低下材料となり
ました。

【2】今週の見通し

今週は、経常収支などの経済指標の発表があります。
フランス大統領選挙の第1回投票を終えたことや、地政学
リスクへの懸念が足元は和らいでいることを背景に、ブラ
ジル金融市場は堅調に推移することが見込まれます。

ブラジル連邦政府は、社会保障制度改革で、労働組合
や与党議員から、年金の受給開始年齢をめぐって反対
にあい、譲歩を続けていると報じられており、引き続き、年
金改革を含む構造改革が注目されます。

公的年金支給年齢の引き上げなどの緊縮策には労働
組合をはじめ各方面から反発がみえますが、テメル政権
が財政健全化を着々と進める場合には、海外投資家の
信認改善に寄与するとみられ、構造改革期待を背景とし
たブラジルへの投資活発化を通じてブラジル・レアルを
下支えすることが期待されます。

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。

【ブラジル 金利推移】

【ブラジル・レアル 為替推移】

2017年4月24日

（2017年3月24日～2017年4月21日）

（2017年3月24日～2017年4月21日）

【2017年4月15日～2017年4月21日までの推移】


